
【参考資料】２０２５年度 第１回 学びの多様化施策検討委員会 

２０２５年５月２０日 

不登校対応マニュアルの改訂について 

 

『不登校のための対応マニュアル』（町田市不登校対応ガイドライン）【２０２１年１０月 改訂】 

【改訂の経緯】 

 町田市の児童・生徒の不登校の児童生徒数が年々増加傾向にあり、 

不登校児童・生徒に対する対応や支援としては「マニュアル【改訂 

版】（２０１３年１０月）」に基づいて行いました。 

以降、「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会 

の確保等に関する法律」（平成２９年施行）や「不登校児童生徒へ 

の支援の在り方について」（令和元年１０月）の主旨を踏まえ、こ 

れまでのマニュアルをベースにして内容を見直したのが現行の 

『不登校のための対応マニュアル（町田市不登校対応ガイドライ 

ン）』です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改訂の理由＞ 

病気や経済的事情によらず、年間３０日以上学校を欠席している場合、不登校と定義されます。 

２０２１年度に小・中学校の不登校の児童生徒が急増し、 

約２４万５千人となったことを受け、２０２３年３月に 

文部科学省から「誰一人取り残されない学びの保障に向 

けた不登校対策 ＣОＣОＬОプラン」が公表されました。 

不登校により学びにアクセスできない子どもをゼロにす 

ることを目指し、学びの多様化学校や校内教育支援セン 

ターの設置推進、教育支援センターの機能強化等が内容で 

示されました。 

さらに、２０２３年１０月には、２０２２年度の不登 

校児童生徒数が約３０万人となったことを受け、「不登 

校・いじめ 緊急対策パッケージ～誰一人取り残されな 

い学びの保障に向けて～」が公表されています。ここで 

は「ＣОＣＯＬＯプラン」の取組について、前倒しして実施するよう要請がありました。 

 「町田市教育プラン２４－２８」においてでは、「基本方針Ⅱ 一人ひとりの多様な学びを推進す

る」の施策１不登校児童生徒への支援を推進するために、「不登校児童生徒への支援を推進すること

で、不登校児童生徒が、自身に合った学習環境を選択している。」を目指す姿として取組を行ってい

くこととしています。全国的な要請を背景に、本市では２０２３年１２月に「学びの多様化プロジェ

クト２０２４－２０２８」を策定し、不登校施策における行動計画を示しました。本市の教育プラン

の趣旨に沿ったこのプロジェクトを受ける形で、学校における不登校対応を具体的にまとめた「不登

校のための対応マニュアル」を、現状に合せて改訂させるものとします。 

 

【現行マニュアルの内容】 

Ⅰ 不登校についての正確な理解をするために 

 １基本的な考え方 ２長期欠席の理由分類 ３不登校の具体例 ４「その他」の具体例 ５町田市の不登校の現状 

Ⅱ 不登校児童・生徒への支援について 

 １未然防止について ２「早期支援」の視点 ３「長期化している児童・生徒」の視点 

Ⅲ 不登校に係る問題の解決のために 

 １「未然防止」の取組 ２「早期支援」の取組 ３「長期化している児童生徒」の取組 

 ４時期を捉えた適切な指導 ５学校内で学ぶ・育つ ６学校外の関係機関で学ぶ・育つ ７家庭で学ぶ・育つ

☆ＩＣＴ等を活用した学習活動 

Ⅳ 関係資料等 

 １文部科学省通知 ２フリースクール情報 

 



 

 

 

 

 

 

 

【『改訂版 町田市不登校対応ガイドライン』（案）】 

はじめに 改訂版の策定にあたって 背景、意義、本市の基本的な考え方 

１ 町田市の不登校の現状 不登校児童生徒数の推移、意識調査から見えること 

２ 学校における取組 魅力ある学校づくりのために 

児童生徒の状況に応じた支援（未然防止・早期対応・長期化への対応） 

３ 町田市における不登校支

援の取組 

学びの多様化プロジェクト２０２４－２０２８ 

「学びの場の確保」「相談の場づくり」「保護者支援」 

 資料編 不登校支援概要版、不登校支援事業・相談先一覧、フリー

スクール等一覧 等 

【参考】町田市の不登校の現状 

町田市における不登校の現状と課題 

（１）不登校児童生徒数の傾向 

２０２３年１０月には、２０２２年度の不登校児童生徒数が約３０万人となったことを受け、文部

科学省より「不登校・いじめ 緊急対策パッケージ～誰一人取り残されない学びの保障に向けて～」

が公表されています。その中では、「ＣОＣОＬОプラン」の取組について、前倒しして実施するよ

う要請がありました。 

全国と同様に、町田市においても不登校児童生徒数は増加しており、２０２３年度は前年比２５．

８％増（１，３７８人）となりました。過去１０年間のデータと比較すると、小学生が約４．５倍、

中学生が約２．６倍の増加を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●教育支援センター利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★改訂の基本的な方向性 

① 町田市が目指す姿として、現状と課題を整理し、支援の基本的な考え方を示す。 

② 学校における未然防止、早期発見・対応、継続的な支援の方策を示す。 

③ 教職員や保護者の理解促進等の支援の実効性を高めるための取組を示す。 

⇒「教育委員会」（支援体制の充実）と「学校」（魅力ある学校づくり・支援体制の構築）の両輪

で現実に即した取り組みを行っていきます。 

 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

町田市小学 162 199 216 274 382 519 484

町田市中学 494 557 551 601 713 859 866

全国小学 44,841 53,350 63,350 81,498 105,112 130370

全国中学 119,687 127,922 132,777 163,442 193,936 216112
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年間30日以上欠席児童・生徒数の推移（町田市）
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（２）実施している町田市不登校施策と課題 

町田市教育委員会では、急増する不登校児童生徒の支援に取り組んでいます。「教育プラン２４-２

８」及び「学びの多様化プロジェクト２０２４-２０２８」に基づき、不登校児童生徒支援として、

「学びの場の確保」と「相談の場づくり」及び「保護者支援」を行っています。中でも、学校を休ん

でいる期間が続くと、義務教育において必要な基礎学力や対人交流の機会を逸することになるため、

学びの場の確保は喫緊の課題です。 

不登校児童生徒が活用できる学びの場は、子どものニーズやできることによって異なります。現

在、民間フリースクールを除けば、町田市における在籍校外の学びの場は、町田市立山崎中学校学び

の多様化学校分教室ゆめのき、教育支援センター（けやき・くすのき）及びやどかり教室小山の３か

所です。登校が難しい子どもの中には、新たな環境であれば学校生活に再チャレンジできる場合もあ

るため、子どもの状況によりさらに学びの確保の充実が必要となります。 

さらに、不登校の児童生徒の欠席日数内訳をみると、分布は様々です。 

年間の欠席日数が９０日未満の場合は、半分以上の日は学校へ登校している児童生徒です。多くの

場合、在籍校における支援が基本となります。 

一方、最も割合の多い９０日以上欠席（１１日以上出席）の児童生徒については、在籍校に登校す

ることはできるものの、安定した登校は難しい状況となります。在籍校に通いにくい理由がある場合

は、在籍校以外に学ぶ場が必要となります。さらに、２割程度の児童生徒は出席日数が１０日以下と

なり、始業式等を除いてほとんど登校することがない状況にあります。完全に在籍校への登校は想定

せず民間フリースクールを利用するか、場合によっては家庭内に留まっている状況が想定されます。 

町田市では、在籍校外の居場所として、教育センター内に学びの多様化学校分教室ゆめのき、教育

支援センター（けやき教室・くすのき教室）を運営しています。やどかり教室小山も含めて市内３か

所のみのため、地域的に通いにくい場合があるほか、受け入れ可能人数や学習内容等において十分で 

はない状況にあります。 

２０２３年１１月に、教育支援センター利用者にアンケートを実施し、今後学びの場にあると良い

と思うものを挙げて貰いました。学習においては体育や音楽などの実技教科の希望や、小集団による

学習指導、また教科以外では対人スキルに係るトレーニングの希望もあり、子どもの状態によって、

多様なニーズがあることが伺えました。ニーズによって自分のつながれる場所を選択できる学びの場

の確保が必要だと言えます。 

 

 

【参考】学校における取組 

学校で取り組むべきこと（不登校の未然防止・早期支援の取り組み） ※以下は参考例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながりを大切にした学校のきずなづくり 

・自己肯定感を高める取組み 

・魅力ある学校・学級づくり 

・いじめ等の問題行動を許さない学校づくり 

・誰にとっても分かりやすい授業づくり 

・児童生徒の悩み、不安の把握 

・児童生徒の様子の観察 

 

不登校の兆候が見られたら 

・早期対応 

・組織的な対応 

・本人への対応 

・保護者への対応 

・専門職と連携した対応 

・支援シート等の活用 

 

校内支援体制の強化 

・不登校巡回指導教員の支援（中学校） 

不登校生徒の支援、魅力ある学校づくり及び不登校生徒の支援の助言 

・ 

学校の取組 



【参考】町田市における不登校支援の取り組み 

町田市の不登校施策の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組の視点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町田市の学びの多様化施策＞ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                    

基本方針：『学校に行く子も行かない子も、安心して育つまちだ』 

不登校は学校を休んでいる「状態」を表す言葉に過ぎず、子どもたちは不登校というプロセス

を経て、それぞれの自立に向かうと考えられる。 

だからこそ、町田市としては、不登校支援は子どもの育ちを支えるプロセス支援であると捉

え、相談先や学びの場等に繋ぎ、継続的に支援を行います。 

⇊ 

『教育プラン２４－２８』及び『町田市版学びの多様化プロジェクト２０２４－２０２８』で反映 

 

 

学びの場の確保 相談の場づくり 保護者支援 

義務教育において必要な基礎
学力や対人交流の機会を逸す
ることになるため、特に学び
の場の確保は喫緊の課題 
 
 
 

どこで・何を相談すれば良いか、
迷います。学校はもちろん、それ
以外にも相談したり情報を得たり
する場が必要。そのための場をつ
くることも課題 

子どもが不登校傾向になった
際に、保護者の方がどこをど
のように利用できるのか、ま
とめることが必要 

魅力ある学校づくり 

未然防止の取組 

早期対応 

長期化への対応 

不登校児童生徒の社会的自立を
目指して 

学びの多様化

学校分教室 

ゆめのき 

教育支援 
センター 
けやき 
くすのき 

教育支援 
センター 
分室 

やどかり 

オンラインに
よる児童生徒

支援 

別室登校対応 

保護者の会 

教育センター 

教育相談 

不登校支援 

情報一覧 

校内専門職の

活用 

新たな情報  

（進路・フリース

クール等）の提供 

学びの場 相談の場・保護者支援 
不登校児童
生徒 

【不登校の現状】 

・不登校の定義にあてはまる児童生徒数は年々増加傾向にある。（2022年度：1095人 2023年度：1378人） 

・意識調査から、児童生徒の状況に応じた支援の場づくりや適切な情報提供を継続していくことが重要 

 

 



＜今後のスケジュール＞ 

２０２５年５月      項目確認・検討① 

２０２５年度 第１回 学びの多様化設置検討委員会＜５月２０日（火）＞  

２０２５年６月～９月   原案作成 

２０２５年１０月     検討② 

２０２５年度 第２回 学びの多様化設置検討委員会＜１０月８日（水）＞ 

２０２５年１１月～１２月 原案作成 

２０２６年１月      原案報告・修正 

２０２５年度 第３回 学びの多様化設置検討委員会＜１月２０日（火）＞ 

２０２６年２月      教育委員会及び校長会報告 

２０２６年３月      学校周知・ＨＰ掲載 

 

方向性を明確に
し、２０２６年度
の各学校教育課程
に反映させたい。 


